
男性12名
女性11名　　　計23名

ＮＯ

A① Ａ B C

A② Ａ B C

A③ Ａ B C

A④ Ａ B C

A⑤ Ａ B C

A⑥ Ａ 45% B 47% C 8%

A⑦ Ａ B C

A⑧ Ａ 67% B 30% C 3%

A⑨ Ａ 31% B 57% C 12%

A⑩ Ａ B C

A⑪ Ａ B C

A⑫ Ａ B C

A⑬ Ａ 49% B 42% C 9%

A⑭ Ａ 45% B 52% C 3%

A⑮ Ａ 58% B 34% C 8%

A⑯ Ａ B C

A⑰ Ａ B C

A⑱ Ａ B C

A⑲ Ａ B C

施設では実施していないが、支援学校等と連携を図り移行に向けて努力している。

施設では実施していないが、支援学校等と連携を図り移行に向けて努力している。

施設では実施していないが、支援学校等と連携を図り移行に向けて努力している。

成人寮との交流もあり、社会見学や地域イベントなどにも参加できている。

連絡は定期的にできるが、交流は難しいことが多い。利用児の意向を尊重している。

マニュアル等を日々活用している。感染症の研修や職員への個別指導は行っている。

経験不足を補えるよう、外出、買い物、旅行等で社会を知る機会を積極的に設けている。家族や友人との
関わりに、どうしても制限がかかってしまうことがある。

障害特性や発達の過程に合わせた支援を行っている。行動障害支援事業にも取り組み精神科
医や心理士とも連携を図り、精神面の安定に努めている。

一人ひとりの健康状態を把握して、日々の変化に気付けるようにしている。急変時にはマニュア
ルに沿って対応している。

　
居室、浴室、トイレ等が、バリアフリー化されていない箇所もあり、今後の課題である。

アセスメントを実施して、ひとり一人特性を理解して職員で話し合いを行い支援を行っている。

計画に基づいた支援が提供している。食事について、セレクトメニューがあり、特性や健康に合わせた食
事提供している。

④個別支援計画にもとづく日中活動と利
用支援等を行っている。

（2）日常的な生活支援
①個別支援計画にもとづく日常的な生活
支援を行っている。

計画的に外出・買い物・イベントを企画して、実施している。利用児のニーズに沿ってレクリエーションを提
供している。

（3）生活環境
①利用者児の快適性と安心・安全に配慮
した生活環境が確保されている。

（4）機能訓練・生活訓
練

①利用者児の心身の状況に応じた機能訓
練・生活訓練を行っている。

⑤利用者児の障害の状況に応じた適切な
支援を行っている。

自己決定ができるように、職員間で話し合いを行い意思を尊重し決定している。定期的に利用
児自治会を開催して、ルール等の見直しを行っている。

権利擁護の為に、虐待防止研修や虐待防止員会を設置し、毎月開催して検討している。虐待防
止マニュアルだけではなく、チェックリストを使用して課題について話し合いが行われ早急に取り
組んでいる。
エンパワーメントを高める為に、特性と理解して支援している。一人ひとりの自律、自立の為に
計画的に支援している。

利用児の年齢に応じた言葉かけや具体的な例を用いて、理解できるようにコミュニケーションを
図っている。

相談しやすい環境を確保して、ひとり一人傾聴に努めている。また職員のスキルアップも課題が
残る。

A-３　　発達支援 （1）発達支援
①子どもの障害の状況や発達過程等に応
じた発達支援を行っている。

(5)健康管理・医療的な
支援

①利用者児の健康状態の把握と体調変化
時の迅速な対応等を適切に行っている。

②医療的な支援が適切な手順と安全管理
体制のもとに提供されている。

（6）社会参加、学習支
援

①利用者の希望と意向を尊重した社会参
加や学習のための支援を行っている。

（7）地域社会への移行
と地域生活の支援

①利用者の希望と意向を尊重した地域生活へ
の移行や地域生活のための支援を行ってい
る。

A-２　　生活支援

（1）支援の基本

①利用者児の自律・自立生活のための支
援を行っている。

②利用者児の心身の状況に応じたコミュニ
ケーション手段の確保と必要な支援を行って
いる。

③利用者児の意思を尊重する支援として
の相談等を適切に行っている。

（8）家族等との連携・
交流と家族支援

A-４　就労支援 （2）就労支援

①利用者児の働く力や可能性を尊重した
就労支援を行っている。

②利用者児に応じて適切な仕事内容とな
るような取組と配慮を行っている。

③職場開拓と就職活動の支援、定着支援
等の取組や工夫を行っている。
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内容評価基準

①利用者の家族等との連携・交流と家族
支援を行っている。

A-１　利用者の尊重と権
利擁護

(１）自己決定の尊重
①利用者児の自己決定を尊重した個別支
援と取組を行っている。

（2）権利侵害の防止等
②利用者児の権利侵害の防止に関する取
組が徹底されている。


